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日 曜 

朝会・

集会 
学校行事・児童活動等 

1 金  展覧会始 

2 土  展覧会終 色覚検査（４） 

3 日   

4 月  振替休業日 

5 火  読み聞かせ（高）  保護者会（高） 

6 水  保護者会（低五） 社会科見学（６） 

7 木  
委員会活動  校外学習（5） 

色覚検査（４－五） 

8 金  安全指導  卒業アルバム写真撮影（６） 

9 土   

10 日   

11 月 全校 駅伝練習 

12 火  避難訓練  補習教室  駅伝練習 

13 水 児童 卒業アルバム写真撮影（６） 

14 木  クラブ活動 

15 金  
なかよし班活動  駅伝練習 

図工ものづくり体験授業（６） 

16 土  駅伝大会（5・6選抜） 

17 日   

18 月 全校 代表委員会 

19 火  読み聞かせ（低） 

20 水   

21 木  クラブ活動 

22 金  給食終 

23 土   

24 日   

25 月  終業式 大掃除 

26 火  冬季休業日始 

９ 火  始業式 書き初め 

1０ 水  安全指導 給食始 書き初め  

1１ 木  委員会活動  発育測定（１・２） 

1２ 金  発育測定（３・４） 

1２月  
令和 5年 11月３０日(木) 
大田区立矢口東小学校 

校 長  雨 笠 常 宣 

家庭数 配布 

締めくくりは芸術の秋 

 

副校長 松尾 都基子 

 １１月も終わり、季節も晩秋から初冬へと変わ

りつつある今日この頃です。 

１１月の教育活動を振り返りますと、６年生の

PTA 学年行事ではカレー作り、５年生のバケツ

稲作りでは、収穫祭（炊飯）を催し、３年生は、

自分たちが育てた大豆での豆腐作り（１２月）が

行われ、食欲の秋ならぬ食育の秋です。１年生

の PTA 学年行事では、体育館でミニ運動会を

行い、スポーツの秋でした。また、読書の秋らし

く、おすすめの本の紹介も理科室前の廊下に掲

示されています。図書ボランティアの方々の読

み聞かせも一役かって、読書量がぐんと増えた

月でした。 

さらに、〇〇の秋には当てはまらないかもしれ

ませんが、２年生は「町たんけん」を計画し、グ

ループごとにお店や施設を訪ね、町で働く人と

のかかわりを深める学習活動を行っていました。

４年生は、出張授業でプログラミングに取り組

み、新しいゲーム作りに挑戦していました。初め

てのことにも積極的に挑戦している頼もしい子ど

もたちです。 

そして、いよいよ芸術の秋、展覧会です。体

育館がみるみるうちに美術館へ変わっていきま

した。展覧会のテーマにもあるように、一人一人

の作品に個性があふれています。不思議なこと

に、個人の一作品で鑑賞する感じと、学年全員

の作品を鑑賞する感じが違うことに気付きます。

個性が集まって別の見え方を作り出し、図らず

ももう一つの芸術が生まれたかのようです。 

一方、共同作品のように初めから合作をイメ

ージした制作活動も、その時々の感覚で作り上

げる楽しさがあります。子どもたちがこうしたら…

ああしたら…と試しながら、みんなでアイデアを

集結させ、楽しさも共有できるので、充実感がよ

り大きく感じられたかと思います。 

ぜひとも、矢東美術館にお越しいただき、力

作ぞろいの芸術の秋を堪能してください。 
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１２月の生活目標 言葉づかいや服装を整えよう 生活指導部 

 
      ～ふしぎな世界～                五組担任 
  1学期から展覧会に向けて制作活動がスタートしました。五組ならではの陶芸作品は、土を

こね粘土を作り、空気抜き、形づくり、絵付けをして仕上げていきました。大きなお皿、マグ

カップ、家族分の小鉢など思い思いの作品を作りました。また、平面作品では海の世界を描き

ました。暗い深海や、明るいカラフルな魚たち、モールや毛糸を海藻に見立て自分たちのイメ

ージした海の世界を表現しました。ふしぎなたまご「たまごの中から出てくるものは？お気に

入りの〇〇！」では、風船に何枚もの和紙を貼り 

大きなたまごを作りました。たまごの中身は…。 

作品作りを通して自然と高学年が低学年を 

助ける姿がたくさん見られ嬉しく思います。 

    助け合い、認め合える、そんな素敵な子供たちでいてほしいです。 

 個性や違いを認める 

４年担任  

２学期の保健体育の授業では、心や体の成

長について学習しました。体の成長に伴って、

心も変化してくることや一人一人の成長する

早さが違うことなどを知りました。 

４月に比べ、体が大きくたくましくなって

きた子どもたちです。また、低学年の頃に比

べて、得意な教科や苦手な教科、好きな物や

嫌いなものなど、一人一人の違いが大きく見

られるようになってきました。今年度になっ

てからの理科や道徳の学習、日頃の友達との

関わりを通して、自分と友達とは違うことが

当たり前に思える児童が多くなってきまし

た。 

担任含め学年全員が、違いやよさを認め合

えるように温かい心で５年生を迎えてほしい

と思います。 

展覧会 

              図工専科  

  ２年に一度の展覧会が開催されます。今

年度のテーマは「みんなのこせいを出しつつ

ほめ合おう」です。「だしつつ」の言葉の中

に、自分の個性を大切にしながらも、ほかの

人への気遣いが感じられます。また友達の価

値観を大切にしようという子供たちの思いも

感じられます。そして「ほめ合おう」には、

鑑賞活動においては、友達の作品の良いとこ

ろを見つけようという意欲が感じられます。 

 ぜひ、展覧会では子供たちと同じように、

一人一人の価値観を大切に、作品の良いとこ

ろを見つけてみてください。そして、感じた

その作品やその子の良さを、伝えていってい

ただけたらと思います。その活動が、展覧会

という行事を通して、子供たちの自己肯定感

へとつながるのではないかと思います。 

 


